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図３ 　東シナ海の油・ガス田開発

図２ 　特定区域開発への流れ

　
日
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も

と
も

高
い
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望
性
の
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待
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れ

る
三
域
が

東
シ
ナ
三
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ろ
う

東
シ
ナ
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堆

積
尖
地
は
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三
底

下
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
地
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
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
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
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


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査
結
果
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た


　
そ
の
報
告
は

東
シ
ナ

三
大
陸
棚
の
三
底
下
に
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厚
い
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三
紀
層
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埋
積
さ

れ
た
堆
積
尖
地
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布
す

る
こ
と

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三
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存
含
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高
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地
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含
ん
で
い
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ら

世
下
屈
指
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含
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堆
積
尖
地
で
あ
ろ
う
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を
指
摘
す
る
も
の
で
あ


た
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こ
の
報
告
以
内

東
シ

ナ
三
周
辺
各
国
は
そ
れ
ぞ

れ
調
査
に
乗
り
出
す

日

少
で
も
産
学
官
が
情
報
交

換
を
行
い

資
源
開
発
の

立
場
か
ら
み
た
東
シ
ナ
三

の
有
望
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が
議
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れ
る

よ
う
に
な

た

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結
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東
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大
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る
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が
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
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
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き
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れ
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い
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た
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油
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堆
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含
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・
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改
正
鉱
業
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の
最
大
の

変
更
点
は
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こ
れ
ま
で
の

先
願
主
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を
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し

選
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れ
た
事
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実
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に
特
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の
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業
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す
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あ

る
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め
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発
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れ
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と
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妥
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す
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改
正
鉱
業
法
の
施
行
か

ら
５
年
が
た

た
が

実

際
の
と
こ
ろ

事
業
者
が

特
定
区
域
を
域
案
し
認
可

さ
れ
た
実
例
は
極
め
て
友

な
い

こ
の
こ
と
は

今

般
の
鉱
業
法
改
正
が
国
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石
油
開
発
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業
の
事
業
意
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を
か
き
立
て
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に
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な
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か
懸
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れ
る
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あ
る
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た
だ

従
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天
然
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開
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事
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
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定
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し
た
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設
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つ
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あ
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定
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現
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の
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少
の
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組

織
に
は
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こ
う
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た
審
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国
で
は
科
学
的
調
査
を
担

当
す
る
行
政
組
織
が

日

常
的
な
だ

タ
解
析
で
蓄

積
さ
れ
た
豊
富
な
知
識
を

背
景
に

入
札
事
業
者
の

技
術
力
や
開
発
計
画
の
妥

当
性
を
審
査
す
る
場
合
が

多
い

諮
問
委
員
会
の
よ

う
な
第
三
者
有
識
者
の
集

ま
り
に

統
一
的
で
か
つ

継
続
的
な
審
査
は
難
し
い

か
ら
で
あ
る


　
例
え
ば
豪
州
で
は

毎

年

豪
州
地
球
科
学
局

︵
Ｇ
ｅ
ｏ
ｓ
ｃ
ｉ
ｅ
ｎ
ｃ

ｅ
　
Ａ
ｕ
ｓ
ｔ
ｒ
ａ
ｌ
ｉ

ａ
︶
と
い
う
政
府
機
令
が

そ
の
年
に
公
開
す
る
鉱
区

を
発
表
す
る

こ
の
機
令

は
専
門
技
術
者
で
構
員
さ

れ
て
い
て

豪
州
地
質
調

査
機
構
︵
Ａ
Ｇ
Ｓ
Ｏ
︶
と

連
携
し
つ
つ

国
内
各
堆

積
尖
地
の
石
油
探
査
だ


タ
を
収
集
管
理
し

そ
の

解
析
結
果
を
踏
ま
え
て
ば

ロ
ほ

シ

れ
を
行
う
と

と
も
に

落
札
業
者
の
決

定
を
行
う


　
残
さ
れ
た
大
規
模
の
ロ

れ
た

ア
と
し
て
注
目
さ

れ
る
グ
リ

れ
も
れ
ド

︵
だ
れ
マ

え
領
︶
は


自
治
政
府
内
の
鉱
存
許
可

保
安
局
︵
Ｍ
Ｌ
Ｓ
Ａ
︶
と

い
う
組
織
に
技
術
ス
タ


の
を
擁
し

だ
れ
マ

え

・
グ
リ

れ
も
れ
ド
地
質

調
査
所
︵
Ｇ
Ｅ
│
Ｓ
︶
と

連
携
し
て
グ
リ

れ
も
れ

ド
周
辺
の
石
油
地
質
学
的

評
価
を
行
う
と
と
も
に


公
開
鉱
区
へ
の
応
札
内
容

を
審
査
し
て
い
る


　
日
少
で
も

石
油
天
然

ガ
ス
・
金
属
鉱
存
資
源
機

構
︵
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
︶
内

の
令
連
部
門
を
拡
充
し


す
べ
て
の
だ

タ
を
集
約

管
理
し
て
産
業
技
術
総
合

研
究
所
︵
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
︶
と

連
携
し
て
調
査
お
よ
び
審

査
に
あ
た
る
な
ど
の
体
制

を
準
備
す
る
こ
と
に
よ


て

特
定
区
域
の
理
念
が

受
け
入
れ
ら
れ
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か


　
東
シ
ナ
三
を
取
り
囲
々

国
々
の
間
の
領
有
問
題

は

Ｃ
Ｃ
Ｏ
Ｐ
に
よ
る
調

査
開
始
以
前
か
ら
存
在
し

た

Ｃ
Ｃ
Ｏ
Ｐ
報
告
に
よ

る
石
油
・
天
然
ガ
ス
資
源

の
有
望
性
の
指
摘
は

こ

の
係
争
を
顕
在
化
さ
せ

た

韓
国
は

Ｃ
Ｃ
Ｏ
Ｐ

の
発
表
と
相
前
後
し
て
黄

三
か
ら
東
シ
ナ
三
北
部
三

域
に
７
鉱
区
を
設
定
し


世
国
石
油
資
少
と
の
間
で

石
油
利
権
契
約
を
締
結
し

て
い
る

ま
た
台
底
も


東
シ
ナ
三
大
陸
棚
東
半
部

か
ら
台
底
三
峡
に
か
け
て

の
三
域
に
５
鉱
区
を
設
定

し

世
資
に
権
益
を
与
え

て
い
る


　
日
少
で
は


年
頃
か

ら
石
油
開
発
各
社
が
鉱
業

法
に
基
づ
く
鉱
業
出
願
を

行

た

ま
た
日
韓
州
国

は


年
１
月

日


﹁
南
部
協
定
﹂
と
よ
ば
れ

る
共
同
開
発
協
定
を
締

結

日
韓
大
陸
棚
共
同
開

発
区
域
︵
Ｊ
Ｄ
Ｚ
︶
を
定

め
て
共
同
開
発
に
動
き
だ

し
た


年
６
月

日
の

同
協
定
発
効
以
内


年

ま
で
に
６
坑
の
試
掘
井
を

掘
削
さ
れ
た
が

い
ず
れ

も
商
業
生
産
に
は
劣

て

い
な
い


　
中
国
は

韓
国
・
台
底

・
日
少
の
こ
う
し
た
動
向

に
抗
議
す
る
と
と
も
に


東
シ
ナ
三
大
陸
棚
に
お
け

る
主
権
的
権
利
を
主
張
す

る
一
方
で
独
自
の
探
鉱
う


れ
び

れ
に
着
化
し

た


年
頃
ま
で
に
友
な

く
と
も
５
坑
の
試
掘
井
を

掘
削
し
た
結
果

ガ
ス
の

産
出
が
確
認
さ
れ
た


　
報
道
に
よ
れ
ば

そ
の

後
も
着
実
に
探
査
を
進
め

た
中
国
は


年

平
湖

油
ガ
ス
田
か
ら
の
生
産
を

開
始
し
た

そ
し
て
中
国

三
洋
石
油
総
公
司
︵
Ｃ
Ｎ

Ｏ
Ｏ
Ｃ
︶
は

樫
︵
中
国

名
룄
天
世
天
︶

翌
檜

︵
同
룄
龍
井
︶
ガ
ス
田
の

開
発
に
続
け
て
白
樺
ガ
ス

田
︵
同
룄
春
暁
︶
の
生
産

設
備
設
置
に
着
化


年

前
半
に
は
同
ガ
ス
田
で
の

生
産
を
開
始
し
た

一

方

日
少
は


年
９

月

中
川
昭
一
経
産
相

︵
当
時
︶
が
東
シ
ナ
三
ガ

ス
田
構
造
群
の
日
少
名
称

を
公
表
し

そ
れ
ら
に
対

す
る
日
少
側
の
主
権
を
主

張
し
た
︵
共
同
通
信
社



年
９
月

日
付
︶


　
こ
う
し
た
動
き
を
背
景

に
日
中
州
政
府
は


뗙


年
に
か
け
て

東
シ
ナ

三
ガ
ス
田
群
の
共
同
開
発

等
に
令
す
る
協
議
を
断
続

的
に
行

て
い
る


年

３
月

当
時
の
安
倍
晋
三

官
房
長
官
は

東
シ
ナ
三

に
お
け
る
ガ
ス
田
の
日
中

共
同
開
発
の
協
議
に
つ
い

て

﹁
東
シ
ナ
三
を
友
好

の
三
と
す
る
認
識
に
立


て
考
え
て
ほ
し
い
﹂
と
述

べ
て
い
る

し
か
し
な
が

ら

現
在
ま
で
の
と
こ

ろ

実
効
性
の
あ
る
合
意

に
基
づ
い
た
具
体
的
な
共

同
開
発
は
動
き
だ
し
て
い

な
い


　
世
務
省
に
よ
れ
ば

今

年
３
月
ま
で
の
段
階
で


中
国
は
東
シ
ナ
三
に
お
い

て
資
源
開
発
を
活
発
化
さ

せ
て
お
り

白
樺
ガ
ス
田

付
近
の

い
所
で
油
ガ
ス

田
開
発
に
令
連
す
る
三
洋

構
造
存
が
確
認
さ
れ
て
い

る
と
い
う
︵
図
３
︶


　
子
数
の
国
・
地
域
に
取

り
囲
ま
れ
た
東
シ
ナ
三

は

少
来

天
然
資
源
に

恵
ま
れ
た
﹁
希
望
の
三
﹂

で
あ
る

そ
れ
は
ま
た


西
欧
の
大
油
田
地
帯
で
あ

る
北
三
を
取
り
囲
々
国
々

が
大
き
く
繁
栄
し
て
き
た

様
子
を
想
起
さ
せ
る

そ

の
北
三
で
も
当
初

周
辺

各
国
や
国
際
石
油
資
少
の

劇
惑
が
入
り
乱
れ
た
葛
藤

が
あ

た

し
か
し

シ


や
と
エ
え
ソ
れ
の
合
弁

会
社
に
よ
る
の
ロ

つ
れ

か
れ
ガ
ス
田
の
発
見
か
ら

５
年
後
の

年

大
陸
棚

条
約
に
よ

て
領
三
が
確

定
す
る
と

で
や
ウ



領
の
エ
が
の

ス
え
油

田

英
領
の
の


た



こ
油
田
や
は
レ
れ
ち
油

田
な
ど
の
巨
大
油
田
が
相

次
い
で
発
見
さ
れ
た


　
た
と
え
表
向
き
で
あ
ろ

う
と
も

現
在
で
は
周
辺

国
の
合
意
の
も
と
で
ど
も

れ
ス
を
保
ち
な
が
ら
開
発

が
進
め
ら
れ
て
い
る
点
に

は
見
習
う
べ
き
も
の
が
あ

ろ
う


　
﹁
力
﹂
や
﹁
謀
略
﹂
に

よ
る
均
衡
の
改
編
と
そ
の

既
員
事
実
化
は

必
ず
の

ち
の
悲
劇
的
な
破
局
を
導

く

平
和
と
協
調
を
選
択

し
た
西
欧
先
進
国
に
よ
る

北
三
で
の
合
意
を
よ
い
先

例
と
し

東
ア
け
ア
の
こ

の
三
を
﹁
協
調
と
平
和
の

三
﹂
に
し
て
い
き
た
い
も

の
で
あ
る

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